
結論 

 当該研究では使い捨て容器を用いたろ過濃縮装置を開発し、内径 35mm 程度と小型でかつ

簡便な装置へとまとめることができた。粉体ケーキろ過法により十分なろ過量の確保、易収

納・保存性、高回収率等が保証されており実用性に富んだ濃縮方法として迅速検査への利用

が期待される。 
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